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課題と来年度に
向けての提言

1
自己理解・自己管理ができるとと
もに、コミュニケーション能力が
向上した。

総推
各年次

B+
(77.5)

3.1 3.1 3.1

2
課題に対して情報を適切に処理
し、課題解決していく力が向上し
た。

総推
各年次

B+
(75.0)

2.9 3.1 3.0

3
働くことの意義や役割を理解し、
進路意識や職業観が向上した。

総推
各年次

A-
(80.8)

3.1 3.3 3.3

4
希望する進路に向かって地道に学
習する生徒を増やした。

進路
各年次

B+
(75.0)

2.8 3.2 3.0

5
進路実現に向けて個に応じたきめ
細やかな指導を実施した。

進路
各年次

A-
(80.0)

3.3 3.3 3.0

6
キャリア教育と進路指導が連携
し、効果が上がった。

総推
進路
各年次

B+
(73.3)

3.0 2.9 2.9

7
納得のいく科目選択のために丁寧
なガイダンスが実施された。

総推
１・２年次

A-
(81.7)

3.3 3.3 3.2

8
進路実現に向けて効果的な情報提
供がなされた。

進路
各年次

A-
(80.8)

3.3 3.3 3.1

9
生徒の情報が教員間で共有され生
徒の意欲向上につながった。

各年次
各教科

B+
(72.5)

2.9 2.8 3.0

10
わかりやすい授業、意欲を高める
授業を実施した。

全職員
B+

(75.8)
3.3 3.0 2.8

11
主体的・対話的で深い学びの視点
に立った学習過程の改善に取り組
んだ。

全職員
B+

(74.2)
3.2 2.9 2.8

12
授業公開や生徒による授業評価を
取り入れるなど授業改善に取り組
んだ。

教務
各教科

B+
(74.2)

3.1 2.9 2.9

13
進路達成に応じた、多様な科目を
設定した。

教務
各教科

A-
(85.0)

3.2 3.6 3.4

14
学力向上を目指したカリキュラム
を設定している。

教務
各教科

B+
(77.5)

2.7 3.4 3.2

15
新学習指導要領に対応した教育課
程編成の準備をした。

教務
各教科

A-
(80.0)

3.2

16 家庭学習習慣を定着させた。
各年次
教務

B+
(75.8)

3.3 2.9 2.9

17
予習・復習をさせる手立てを組織
的・計画的に実施した。

各年次
教務

B-
(62.5)

2.9 1.9 2.7

18
読解力の向上を目指して、読書活
動の推進を図った。

総務
各年次

B-
(62.5)

2.9 2.2 2.4

19
交通マナーの向上に努め、自転車
事故の低減を図った。

生徒指導
各年次

B+
(79.2)

3.2 3.2 3.1

20
ネット依存・トラブル防止のた
め、情報モラルの高揚に努めた。

生徒指導
各年次

B+
(79.2)

3.1 3.4 3.0

21
端正な服装・頭髪ができるなど規
律正しい学校生活を送らせた。

生徒指導
各年次

A-
(86.7)

3.2 3.6 3.6

22
定期的にアンケートを実施し、い
じめの未然防止、早期発見・解消
に努めた。

生徒指導
保健
各年次

A-
(81.7)

3.4 3.3 3.1

23
生徒の悩みを聞く体制がとられて
おり、共通理解に基づいた対応が
できた。

生徒指導
保健
各年次

B+
(78.3)

3.3 3.1 3.0

24
部活動を活性化し、自主性や豊か
な人間性を育んだ。

全職員
A-

(80.0)
3.2 3.2 3.2

25
生徒会活動や学校行事を通して主
体性が育まれた。

総務
総推

生徒指導

A-
(82.5)

3.4 3.2 3.3

26
ボランティア活動やインターン
シップなど、地域と結びついた活
動が活性化した。

生徒指導
総推

A-
(88.3)

3.7 3.5 3.4

27
ホームページ・各種学校通信など
学校からの情報発信は効果的に行
われた。

企画広報
A-

(86.7)
3.7 3.4 3.3

28
生徒に寄り添い、厳しさと温かさ
をもってカウンセリング力、コー
チング力の向上に努めた。

全職員
A-

(80.0)
3.3 3.2 3.1

29
ニーズをつかみ、変化する時代に
対応するために総合的な教師力の
向上に努めた。

全職員
B+

(76.7)
3.1 3.0 3.1

30
報告・連絡・相談を密にとり、
「チーム学校」としての教育力の
向上に努めた。

全職員
A-

(80.8)
3.2 3.3 3.2
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令和6年度の最終評価

B+
(77.4)

B+
(77.8)

B+
(76.1)

B+
(78.3)

【1年】インターンシップは非常に効果的であった。論文に向けてのテーマ決めでは、生徒の課題意識が低いので、まずは広く深く情
報収集することに時間をかけ、仮説の検証に繋げていきたい。教員間での意見交換も行いながら、教員も自信を持って指導できるよ
うにしたい。

【2年】探究活動の基本となる、課題研究のフォーマットを生徒に理解させる。特に「仮説」を立てることができにくい生徒も多いた
め、教員の研修などを増やし、生徒の論文に還元できるようにしたい。

【3年】人前で話す力はこの3年間で伸びたと思うが、詳細なところまで調べる力、それをまとめる力は身についていない。テーマに
対して意義のあるリサーチ方法を指導する必要がある。

【総推】「産業社会と人間」の様々なプログラムは、日程的にかなりタイトではあるものの、生徒自身の達成感も大きく、効果的で
あると考える。それに対して「総合的な探究の時間」については、作業量に対して成果や効果が見えにくいという感は否めない。１
年次の段階から、従来の「産社」のプログラムと並行して探究活動に自然に取り組めるような内容を検討していきたい。

【1年】個々の進路意識が向上するよう、HRや進路講演会などを計画する。目標がはっきりすれば、地道に学習する生徒は増加し、進
路実現につながると考えている。

【2年】自らの努力が進路と結びつくように、まず進路を定め、その目標を普段の授業、模擬試験の取り組みで確認しながら進めるこ
とで、安易に指定校推薦に流れる生徒を減らしたい。

【3年】多くの生徒が指定校推薦に流れてしまうため、総合学科の強みを活かした受験ができていない。受験に対する意識を変える必
要がある。

【総推】「総合的な探究の時間」「課題研究」と継続してきた探究活動を効果的に入試に生かすため、入試種別についての知識を周
知させたい。

【進路】生徒一人一人の主体的な進路選択に向けて、産社と進路LHRを関連付けて実施できるようなプログラムについて検討する。

【1年】生徒と相当な時間をかけて面談を行ってきたが、入学時は希望が高いので、実力に見合わない科目選択をしている生徒も多
い。進路目標を変えた生徒に丁寧に対応していく。また、担任だけでなく、年次団でしっかりと情報を共有することで、教科での指
導にも役立てていく。

【2年】科目選択については、丁寧な指導を心がけたが、選択科目の抽選が多く、生徒の希望通りの選択ができない問題点は依然残っ
ている。外部業者を使った講演なども取り入れ、進路の意識は高められた。

【3年】進路指導部との連携は上手く図れたように思う。保護者の中には受験に対する知識がないため、担任と生徒に完全に任せてし
まうケースがある。保護者への情報提供を密にし、受験に対する知識を深めてもらう必要がある。

【総推】個々のゼミ担当者が面談を通じて生徒の進路にもかかわることができるよう、進路指導部と連携して研修の機会を持ちた
い。

【進路】生徒への情報提供のみならず、教員間の情報共有や研修を充実させることで、全職員が関わり生徒の強みを伸ばす進路指導
を行う。

【教務】年に２回の公開授業を実施し、それぞれの教員のもつICTスキルを共有をすすめ、授業スキルの向上を図った。不十分ではあ
るが、授業改善が進んだ。
新カリキュラムに対応した授業を展開し、個々の生徒の学びに対応した授業を実施するために、教科横断的にメソッドを共有し、教
員研修を充実させる。
基礎的な知識を伝えるだけでなく、生徒の思考力や授業に対する態度・取り組みをはかる授業展開を実施できるように教科別・個人
別の教員研修を充実させる。

・インターンシップなど職業観を養う取り組みが充
実しており、実施後の振り返りも手厚く実施されて
いる。ただし、キャリア教育の対象職種が看護師や
消防士など限られている懸念がある。
・キャリア教育の充実度は高いが、生徒自身の主体
性をより高める必要がある。
・職員は丁寧にガイダンスをしているが科目選択が
複雑であり、生徒が自主的に考えられていない面が
ある。
・取りたい科目が取れず、落ち込む生徒もいるた
め、工夫が必要である。
・講演を受ける機会は多いが、聞くだけにならない
よう、その後の指導も大切である。
・キャリア教育や進路指導は充実しており、職員の
熱意も高い。しかし、生徒の主体性の向上や指導内
容の共有、科目選択のシンプル化などの改善点が指
摘されている。

・進路に応じた科目設定と、きめ細かい指導がなさ
れている。生徒の学習意欲を高めるための工夫が必
要。
・入学時点で英語が苦手な生徒が多いため、1年次
の英語の授業時間が増えるとよい。
・共通テスト対策に特化したクラス（授業）なども
必要ではないかと思います。
・多様な選択科目が展開されているが、各科目の設
定意義や目標が選択者の実態に合わないことがあ
る。
・家庭学習の習慣や補習の実施、授業の改善を通じ
て、学力向上を図る必要がある。
・生徒が興味を持って学べるよう、小テストや課
題、授業の工夫をしている。
・朝のSHR時の小テストや「朝活」の基礎学力定着
活動はプラスに働いている。
・カリキュラムの適正化、基礎学力の定着、生徒の
学習意欲向上が大きな課題。特に英語教育や家庭学
習の習慣づけなど、学校全体での取り組みが求めら
れている。

【教務】新教育課程が編成されたが、前年度に引き続き、生徒が選択したい授業を受けられるようにに設置科目の精査や置換を考
え、生徒の進路実現に沿うようなカリキュラムを編成する。また、総合学科ならではの学校設定科目を継続して設置する。

【1年】朝のSHRで英国数の小テストを実施し、テスト勉強としての家庭学習は少し確保できたように思う。しかし、高校生らしい家
庭学習の時間はまだまだ不足している。効果的で達成感が味わえるような課題が出せるよう工夫したい。

【2年】毎朝、SHR前に朝学習の機会を持った。月曜日は本、木曜日は新聞を読み、自分の意見を書かせた。火曜日、水曜日は漢字と
英単語の小テストを行った。金曜日はタイピングを行った。このことは、多少なりとも読解力の向上や基礎学力の定着、コンピュー
タの打ち込み能力を高めたのではないかと感じるが、家庭学習の習慣づけはまだまだ不足しているので、スタディサプリの活用など
し改善したい。

【3年】真面目にコツコツと努力する生徒もいるが、課題に関しては、解答を写すだけの取り組みをしている生徒が非常に多い。生徒
の意識改革も必要であるし、従来の課題提出のあり方にこだわらず、課題の出し方にも工夫が必要。

【総務】読書アンケートや読書週間にイベントを計画し、図書館の活性化に繋がる活動を行うことができた。また、ポップ作りや
コーナー作りなど図書委員が主体となって取り組む活動にも力を入れることができた。新しい取り組みなどで来館者は増えたが、年
間を通して貸出冊数は減っている。今後も、読書アンケートや図書だよりなどを活用し、読書活動の推進に繋げたい。

【教務】ICT機器を使用することで視覚的に分かりやすい授業を展開できるように指導力の向上に努める。

【総務】1年間を通じて防災教育に力を入れた。体験ブースを設け、生徒は主体的に学ぶことができた。SPR隊の生徒は、校外のさま
ざまな場所で様々な活動を行っている。大阪万博への参加も企画しており、他ではできない学びを得るため計画中である。クリーン
作戦やワックスがけなど、さまざまな活動を来年度も行い、生徒の主体性を育んでいきたい。

【生徒指導】部活動入部率を向上させるために、部活動紹介やポスター宣伝、壮行会を行い、生徒の主体的な行動が生まれるように
働きかける。学校行事において、生徒会が企画から運営まで主体的に考えて取り組むことができるように計画する。

【総推】「総合学科発表会」や総探・課研の「発表会」を生徒主体で運営できるように準備していきたい。

【生徒指導】例年通り、ＥＣＯプロジェクト参加、南楠祭取り組み、加古川レガッタスタッフ、体育大会取り組み、赤い羽根共同募
金活動、職員・ＰＴＡ合同あいさつ運動、加古川マラソンボランティアなどの活動に参加し、未来を開く会議などの新しい事業にも
積極的に参加する。

【総推】インターンシップを継続して実施する。また、総探・課研において自治体や地元企業との連携を強化し、探究活動の充実だ
けでなく地域貢献を進める。

【企画広報】ホームページの毎日更新は引き続き行う。中学生に向けての広報をオープンハイスクールの課題点の解消などで、さら
に強化する。

【全職員】
ICT機器の授業利用が進み、授業改善がみられると思った。
各学年、専門部のチームワークが素晴らしいと思います。
教科ごとの教師間の研修があっても良いと思う。
手厚い研修を行っている。
授業見学などの機会があるため、自己研鑽につながっている。
年次ごと、部ごとは情報共有がされていると思いますが、横断的な情報共有や共通理解は不十分な気がします。
職員室がオープンスペースであり、単に座っているだけでも、生徒のこと、行事予定の細かい情報など、様々な内容の情報が入って
くるため情報共有ができている。
教職員同士での部門間や世代間を超えた交流やワーキンググループでの活動を行うと、お互いの刺激になるのではないかと考える。

・1・2学期に時間を取って面談を行い、担任と生徒
の関係を丁寧に築いている。
・挨拶の徹底が課題であり、まずは教員から積極的
な声掛けが必要である。
・生徒の行事への積極性は高く、学校の良い点とし
て評価されている。
・生徒の主体性を育むため、より多くの生徒が活躍
できる機会を創出することが望ましい。
・ボランティア、インターンシップ、部活動、広報
活動に教職員は熱心に取り組んでいる。教員の負担
にならないように活動していただきたい。
・新しいことを始める際には、何かの行事をやめる
勇気も必要。行事の精選と学習時間の確保を考える
べきである。
・部活動の活性化を進める方針でよいか、見直しが
求められる。
・校門前でスマホを触りながらたむろする生徒の指
導をする必要がある。
・登校時は自転車の左側通行が守られているが、下
校時にはルールが守られていない場面が目立つ。
・教科外の学習活動でも多様な取り組みがあり、学
校外との接点を持つことは意義がある。
・生徒の想像力や社会的リスクへの認識が不足して
おり、ネット犯罪や社会の落とし穴にはまる危険が
ある。
・国語・公民・情報を基盤に、想像力やコミュニ
ケーション能力を養い、リスクマネジメント教育が
重要である。
・教職員も想像力やコミュニケーション力を発揮
し、生徒にきめ細やかなサポートを行うことが求め
られる。

B+
(79.2)

・非常に熱心に先生方が事務職員の皆さまが生徒へ
の指導に取り組んでおられることに本当に頭が下が
る思いでおります。来校するたびに、生徒の様子も
すごくいいなと思って見させていただいています。
・先生方と生徒たちがどのように自己評価している
のかが、一目瞭然でわかりやすいと思います。先生
方と生徒たちで、自己評価が乖離している部分があ
るので、その差を縮めてもらったらいいのではない
かと思います。

【1年】生徒の悩みを聞き、アドバイスをするという点で、保健室との連携がうまくとれていたと思う。朝の予鈴着席はほぼ定着して
いる。一方で、スマホ使用や化粧のルールはまだまだ徹底できていないので、生徒指導部本部のリードのもと、どの学年とも歩調を
あわせてやっていきたい。

【2年】予鈴着席を徹底させた。ようやく朝のSHR前にはその習慣が定着してきた。制服の着こなしなども、ほとんどの生徒はきちん
とできていたが、進路が決まる次年度はより、生活面を安定させたい。卒業まで乱れることがないよう指導していきたい。

【3年】交通マナーやSNSに関しては今後も講演会などを通して学校で指導する必要がある。ただ、学校だけでは見えない箇所が非常
に多いので保護者への協力をもっと求める必要がある。

【生徒指導】交通事故を未然に防ぐために交通安全の啓発、道路交通法が改定されたことによる交通ルールの確認などを全校集会や
HRで行う。いじめ基本方針の見直しを行い、日頃からの声掛けを大切に行うなど、小さな事案も見逃さずに全職員で取り組む。ネッ
トでの誹謗中傷やトラブルが無いようにするためにＳＮＳ講演会を行い未然に防ぐ。

【保健】生徒の小さな変化に気づき、悩みのある生徒に寄り添えるように心がける。また、キャンパスカウンセリングを効果的に活
用し、当該生徒のみならず、キャンパスカウンセラーと教職員がより共通理解し、支援方法を検討するような場を設ける。
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